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景観モンタージュ写真の疑問点について 

 

 新国立競技場計画の景観への影響に関する日本共産党都議団の質問にたいす

る回答として、８月２７日、日本スポーツ振興センター（ＪＳＣ）より景観協

議に提出した４０地点からの現況写真と完成後のモンタージュ写真が提出され

ました。このモンタージュ写真のうちＡ－１、Ａ－１１について、近隣住民の

方から人工地盤の高さが基本設計と整合しないとの声が寄せられ、日本共産党

都議団は調査をつづけてきましたが、以下の点で疑問を指摘せざるをえません。 

○Ａ－１について 

 モンタージュ写真は、仙寿院交差点の南側から明治公園、外苑西通りを見た

ものです。この外苑西通りに沿って、明治公園上に設置される人工地盤側面の

最上部の高さは、ＪＳＣより示された数値をもとに計算すると地上１０・３ｍ

になります。人工地盤に隣接して立っている街路灯は高さ１０ｍ（都建設局の

回答）、信号機の最上部（柱）は約７ｍ程度です。 

 したがって完成後を示すモンタージュ写真では、人工地盤の最上部は前方の

街路灯に近い高さで、信号機よりも高い位置にあるはずです。しかし、提出さ

れた写真では、人工地盤は街路灯よりかなり低く、信号機と同じ高さです。私

たちは、実際に道路と明治公園との境界地点で１０・３ｍ程度の高さに風船を

かかげ、モンタージュ写真の撮影された地点に近い歩道上から風船の高さを確

認しました。（資料）その高さとくらべてもモンタージュ写真の人工地盤は低す

ぎます。 

○Ａ－１１について 

 モンタージュ写真は、観音橋交差点の南西の角から北東方向に新国立競技場

を見たものです。この地点の人工地盤側面の最上部は地上から約８・４ｍであ

りながら、正面の街路灯の高さ（１０ｍ）とくらべると、モンタージュ写真の

人工地盤は低く見えます。この地点でも、道路境界地点から８・４ｍ程度の高

さに風船をあげて高さを確認（資料）しましたが、モンタージュ写真の人工地

盤の高さより高い位置になりました。 

 

 景観への影響を判断するために提出されたモンタージュ写真に、実際より景

観への影響が少ないような印象を与え誤りがあるとしらた重大な問題です。指

摘した点について、ＪＳＣとしてどのような見解ですか。人工地盤の高さの表

現が適正なのか否か、その根拠も含め至急ご回答ください。 

                                以上 

 


